
本
稿
は
、
近
世
前
期
の
歴
史
思
想
に
つ
い
て
の
研
究
史
を
概
観

し
、
研
究
史
の
含
む
問
題
点
を
抽
出
し
、
加
え
て
今
後
の
あ
る
べ

き
研
究
の
方
向
を
探
求
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
近
世
と

は
安
土
桃
山
時
代
（
一
五
七
三
年
頃
か
ら
一
六
○
○
年
頃
ま
で
）
と
江

戸
時
代
（
一
六
○
○
年
頃
か
ら
一
八
六
七
年
頃
ま
で
）
と
か
ら
な
る
と

み
な
し
、
近
世
前
期
は
安
土
桃
山
時
代
の
始
ま
る
一
五
七
三
年
頃

か
ら
江
戸
時
代
半
ば
の
一
七
二
○
年
頃
ま
で
の
期
間
と
み
な
す
こ

と
と
す
る
。

こ
の
近
世
前
期
は
、
政
治
的
・
社
会
的
面
か
ら
み
て
次
の
よ
う

な
時
期
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
十
六
世
紀
の
終
り
の
四
半
世
紀
に
織

は
じ
め
に

近
世
前
期
の
歴
史
思
想

研
究
史

Ｉ
近
世
武
家
史
学
の
成
立
・
成
熟
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

田
政
権
つ
い
で
豐
臣
政
権
が
成
立
し
た
。
近
世
支
配
体
制
と
そ
の

社
会
の
先
駆
的
形
態
が
生
ま
れ
た
、
と
い
っ
て
よ
い
。
つ
い
で
十

七
世
紀
初
め
に
徳
川
政
権
を
軸
に
し
た
近
世
支
配
体
制
（
徳
川
幕

藩
体
制
）
と
そ
の
社
会
が
成
立
し
、
前
半
期
的
形
態
を
示
し
な
が

ら
お
よ
そ
一
○
○
年
存
続
し
た
。
付
言
す
れ
ば
、
十
七
世
紀
極
初

（
慶
長
期
）
に
成
立
し
た
幕
藩
体
制
は
、
一
六
四
○
年
頃
（
寛
永
期
）

に
確
立
し
、
一
六
六
○
年
過
ぎ
（
寛
文
期
）
に
は
完
成
し
て
、
の

ち
四
○
～
五
○
年
間
存
続
す
る
。
幕
藩
体
制
の
大
き
な
画
期
（
近

世
前
期
と
後
期
と
の
境
目
）
は
、
十
八
世
紀
の
初
め
一
七
二
○
年
頃

で
あ
る
。
完
成
し
て
の
ち
一
七
○
○
年
頃
か
ら
そ
の
内
包
す
る
諸

矛
盾
を
顕
在
化
さ
せ
た
幕
藩
体
制
は
、
一
七
二
○
年
頃
か
ら
幕
府

当
路
者
に
よ
る
、
享
保
の
改
革
以
下
の
再
編
・
強
化
の
試
み
を
い

く
た
び
か
受
け
て
、
先
行
す
る
一
○
○
年
間
と
は
異
な
る
後
半
期

玉
懸
博
之

､夕
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的
形
態
を
示
し
つ
つ
存
続
す
る
こ
と
と
な
る
。
近
世
後
半
期
の
社

会
が
前
期
の
そ
れ
と
異
な
る
こ
と
、
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

近
世
前
期
の
歴
史
学
・
歴
史
研
究
そ
し
て
歴
史
思
想
は
、
こ
の

期
の
、
織
豐
体
制
・
幕
藩
体
制
と
い
う
支
配
体
制
の
成
立
・
確

立
・
完
成
と
い
う
政
治
的
・
社
会
的
現
実
に
根
ざ
し
、
い
な
何
ら

か
の
規
定
を
受
け
て
、
形
成
・
展
開
し
た
。
こ
の
期
の
歴
史
学
・

歴
史
研
究
を
担
っ
た
の
は
、
主
に
儒
者
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら

は
殆
ん
ど
こ
の
期
に
成
立
し
た
政
権
な
い
し
支
配
体
制
の
内
部
に

身
を
置
い
て
い
た
。
そ
し
て
、
権
力
者
た
ち
の
、
自
ら
の
樹
立
し

た
政
権
な
い
し
支
配
体
制
を
歴
史
的
に
合
理
化
・
正
当
化
し
た
い

と
い
う
願
い
に
応
え
る
仕
方
で
、
現
存
す
る
政
権
な
い
し
支
配
体

制
が
、
い
か
な
る
経
過
を
辿
り
、
い
か
な
る
正
当
な
根
拠
で
も
っ

て
、
形
成
さ
れ
き
た
っ
た
か
を
、
自
ら
の
思
想
に
基
づ
き
、
探
り

か
つ
提
示
し
よ
う
と
し
た
。
『
本
朝
通
鑑
』
『
武
家
事
紀
』
『
大
日

本
史
』
『
読
史
余
論
』
な
ど
江
戸
前
期
の
主
た
る
歴
史
書
と
そ
の

歴
史
思
想
は
、
近
世
支
配
体
制
の
成
立
・
完
成
と
い
う
こ
の
期
の

政
治
的
・
社
会
的
現
実
の
中
で
、
権
力
者
の
意
向
や
願
い
に
応
え

る
仕
方
で
生
み
出
さ
れ
た
。
安
土
桃
山
期
の
『
天
正
記
』
や
江
戸

初
期
の
『
太
閤
記
』
も
か
な
り
に
似
た
事
情
の
中
で
成
立
し
た
、

と
い
っ
て
よ
い
。
か
く
て
、
こ
の
期
の
歴
史
学
・
歴
史
思
想
の
基

本
的
動
向
は
、
近
世
武
家
史
学
と
そ
の
歴
史
思
想
の
形
成
で
あ
っ

た
。

こ
の
よ
う
な
こ
の
期
の
歴
史
学
・
歴
史
研
究
そ
し
て
歴
史
思
想

の
実
態
を
踏
え
て
、
本
稿
で
は
主
と
し
て
、
こ
の
期
に
お
け
る
武

家
史
学
の
成
立
と
展
開
に
伴
う
歴
史
思
想
の
形
成
Ｉ
そ
の
成
立
と

成
熟
１
面
に
考
察
を
し
ぼ
っ
て
論
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。
（
本

稿
で
は
、
こ
の
期
の
、
右
に
記
し
た
事
情
の
中
で
成
立
し
た
歴
史
学
や
歴
史

［
塾

研
究
を
武
家
史
学
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
）

と
こ
ろ
で
、
歴
史
思
想
と
は
か
な
り
に
幅
の
あ
る
概
念
で
、
研

究
者
に
よ
っ
て
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
か
な
り
に
違
う
。
た
め
に
従

来
、
特
定
の
人
物
や
歴
史
書
の
歴
史
思
想
を
探
る
際
に
も
、
よ
り

広
く
あ
る
時
代
の
歴
史
思
想
さ
ら
に
は
日
本
の
全
時
代
に
わ
た
る

歴
史
思
想
を
探
る
際
に
も
、
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
意
味
で

こ
の
語
を
用
い
る
た
め
議
論
が
か
み
合
わ
な
い
場
合
が
少
な
く
な

か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
歴
史
思
想
研
究
に
つ
い
て
は
、
研
究
成

果
の
積
み
上
げ
が
な
さ
れ
に
く
い
と
い
う
、
研
究
史
上
の
問
題
点

を
も
生
み
出
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

研
究
史
を
回
顧
す
る
上
で
も
、
今
後
の
研
究
を
展
望
す
る
上
で

も
、
歴
史
思
想
と
は
何
か
を
あ
ら
か
じ
め
規
定
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
ろ
う
。

歴
史
思
想
は
、
広
義
の
歴
史
観
と
同
じ
意
味
を
も
つ
と
も
み
な

一
、
歴
史
思
想
と
は
何
か
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し
う
る
が
、
次
に
の
べ
る
よ
う
に
①
狭
義
の
歴
史
観
（
以
下
本
稿

で
は
、
こ
の
狭
義
の
歴
史
観
を
歴
史
観
と
表
記
す
る
）
、
②
歴
史
像
、
③

史
学
論
、
と
か
ら
な
る
と
み
な
す
の
が
よ
り
適
切
で
あ
ろ
う
。

歴
史
観
と
は
、
歴
史
そ
の
も
の
な
い
し
歴
史
の
本
質
は
何
で
あ

る
か
と
い
う
問
い
に
対
す
る
解
答
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
具
体

的
に
は
、
歴
史
的
世
界
の
構
造
や
そ
の
展
開
の
原
因
を
め
ぐ
る
見

解
を
さ
す
。
も
っ
と
い
え
ば
、
歴
史
的
世
界
が
い
か
な
る
主
要
素

か
ら
成
り
、
そ
れ
ら
の
主
要
素
が
い
か
に
関
わ
り
な
が
ら
歴
史
の

展
開
を
な
さ
し
め
て
い
る
か
、
と
い
う
事
柄
を
め
ぐ
る
見
解
を
さ

す
。
次
に
歴
史
像
と
は
、
人
間
個
人
ま
た
は
集
団
ご
と
に
形
成
さ

れ
る
、
特
定
の
歴
史
（
た
と
え
ば
日
本
国
の
歴
史
）
の
具
体
的
姿
が

い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
問
い
に
対
す
る
解
答
で
あ
る
。

歴
史
像
何
如
と
い
う
問
い
は
、
具
体
的
に
は
、
異
な
る
個
人
・
集

団
に
即
し
て
、
過
去
に
既
に
事
実
と
し
て
形
成
し
き
た
っ
た
過
去

像
何
如
、
未
来
に
形
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
未
来
像
何
如
、
そ
し
て

全
歴
史
過
程
中
に
占
め
る
現
在
（
歴
史
思
想
形
成
の
主
体
に
と
っ
て
の

現
在
）
の
位
置
何
如
、
な
ど
と
い
う
仕
方
で
問
わ
れ
、
そ
れ
ら
の

問
い
へ
の
解
答
が
与
え
ら
れ
る
、
と
み
な
し
う
る
。
あ
る
特
定
の

歴
史
像
の
特
色
は
、
そ
の
歴
史
像
形
成
者
の
時
代
区
分
観
に
最
も

集
約
的
に
示
さ
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

上
記
の
意
味
の
歴
史
観
と
歴
史
像
と
は
、
同
一
の
形
成
主
体
に

お
い
て
は
、
別
個
に
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
特
定
の
歴
史

観
（
た
と
え
ば
北
畠
親
房
の
独
自
の
歴
史
運
は
、
そ
の
歴
史
観
に
照

応
す
る
特
定
の
歴
史
像
窺
房
独
自
の
日
本
歴
史
の
像
）
を
と
も
な
っ

て
い
る
、
の
が
普
通
で
あ
る
。
歴
史
観
と
歴
史
像
と
は
、
歴
史
思

想
を
構
成
す
る
不
可
欠
の
要
素
と
み
な
し
う
る
。

第
三
の
史
学
論
は
、
歴
史
研
究
・
歴
史
記
述
・
歴
史
学
な
ど
が

い
か
な
る
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
、
い
か
な
る
働
き
を
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
か
、
と
い
う
問
い
へ
の
解
答
で
あ
る
、
史
学
論
は
、
上

記
の
歴
史
観
・
歴
史
像
に
必
ず
し
も
随
伴
し
て
い
る
も
の
で
は
な

い
が
、
歴
史
思
想
形
成
主
体
に
よ
っ
て
は
、
歴
史
観
・
歴
史
像
と

と
も
に
歴
史
思
想
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
場
合

が
あ
る
。

以
上
の
べ
た
歴
史
観
・
歴
史
像
そ
し
て
史
学
論
か
ら
な
る
歴
史

思
想
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
史
上
、
各
時
代
の
異
な
っ
た
政

治
的
・
社
会
的
現
実
そ
し
て
思
想
Ｉ
世
界
観
・
人
間
観
な
ど
に
規

定
さ
れ
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
刻
印
を
お
び
て
、
時
代
ご
と

に
異
な
っ
た
姿
を
と
っ
て
、
形
成
し
き
た
っ
て
い
る
。

さ
て
、
本
稿
で
の
以
下
の
論
述
は
、
私
の
か
か
る
歴
史
思
想
観

を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
と
り
あ
げ
る
諸
論
考
は
、

別
に
上
に
の
べ
た
よ
う
に
歴
史
思
想
を
規
定
し
て
、
こ
れ
を
考
察

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
私
は
、
歴
史
思
想
を
上
記

の
よ
う
に
規
定
し
た
上
で
、
こ
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
諸
論
考
の

到
達
度
や
問
題
点
を
見
定
め
、
今
後
の
あ
る
べ
き
研
究
の
方
向
を
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探
る
と
い
う
方
法
を
採
る
こ
と
と
す
る
。
も
っ
と
い
え
ば
、
以
下

の
諸
論
考
は
、
私
の
論
考
を
除
け
ば
、
私
と
同
じ
意
味
で
歴
史
思

想
・
歴
史
観
・
歴
史
像
・
史
学
論
な
ど
の
用
語
を
使
用
し
て
は
お

ら
ず
、
む
し
ろ
各
人
ご
と
に
異
な
る
意
味
を
こ
め
て
こ
れ
ら
に
類

す
る
用
語
を
使
用
し
て
い
る
。
し
か
し
私
は
あ
え
て
右
に
規
定
し

た
私
の
用
語
を
通
じ
て
諸
論
考
の
見
解
・
趣
旨
を
把
握
す
る
こ
と

に
し
た
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
か
か
る
方
法
に
よ
っ
て
の
み

始
め
て
、
こ
の
期
の
歴
史
思
想
に
関
す
る
数
多
の
諸
論
考
の
多
様

な
見
解
や
趣
旨
を
あ
る
視
点
か
ら
整
理
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

近
世
前
期
の
歴
史
思
想
の
研
究
史
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
と
き
、

ま
ず
安
土
桃
山
時
代
の
終
り
か
ら
江
戸
時
代
の
初
め
に
か
け
て
成

立
し
た
、
織
田
信
長
・
豐
臣
秀
吉
ら
を
対
象
と
す
る
英
雄
伝
記
の

形
式
の
歴
史
書
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
村
由
己
（
？

～
一
五
九
六
）
の
『
天
正
記
』
、
太
田
牛
一
（
一
五
二
七
～
？
）
の
『
信

長
公
記
』
（
ま
た
は
『
信
長
記
』
）
『
太
閤
軍
記
』
、
そ
し
て
小
瀬
甫
庵

（
一
五
六
四
～
一
六
四
○
）
の
『
信
長
記
』
『
太
閤
記
』
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
興
味
あ
る
歴
史
思
想
を
そ
な
え
、
研
究
の
対
象
と
な
っ

二
、
近
世
初
期
の
英
雄
伝
記

Ｉ
近
世
武
家
史
学
の
前
史
Ｉ

１
、
『
天
正
記
』
と
『
信
長
公
記
』
『
太
閤
軍
記
』

戦
前
に
お
い
て
近
世
初
期
の
英
雄
伝
記
の
研
究
を
主
導
し
た
の

は
桑
田
忠
親
氏
で
あ
っ
た
。
氏
は
、
「
天
正
記
の
成
立
と
そ
の
伝

本
ｌ
太
閤
記
研
究
の
一
部
Ｉ
」
（
『
史
学
雑
誌
』
四
九
～
一
○
、
一
九
三

八
。
の
ち
に
『
豊
太
閤
伝
記
物
語
の
研
究
』
（
一
九
四
○
）
、
そ
の
増
訂
版
『
太

閤
記
の
研
究
』
（
一
九
六
五
）
に
収
録
）
で
、
従
来
分
明
で
な
か
っ
た
『
天

正
記
』
の
著
者
・
内
容
・
成
立
時
・
著
作
意
図
な
ど
に
つ
い
て
、

『
天
正
記
』
は
、
秀
吉
の
お
伽
衆
大
村
由
己
が
、
播
磨
別
所
記
ほ

か
計
十
二
の
記
録
を
天
正
八
年
か
ら
十
八
年
に
か
け
て
、
秀
吉
の

意
を
受
け
秀
吉
の
人
と
事
績
を
讃
美
す
る
目
的
で
、
作
成
・
集
合

す
る
こ
と
に
よ
り
成
っ
た
、
と
し
た
。
加
え
て
同
書
に
は
儒
教
的

見
地
か
ら
の
秀
吉
の
事
績
の
讃
美
や
意
味
づ
け
が
み
ら
れ
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。
『
信
長
公
記
』
の
著
者
や
成
立
事
情
は
は
や
く
明

治
期
か
ら
明
白
で
あ
っ
た
が
、
『
太
閤
軍
記
』
に
つ
い
て
は
不
明

な
点
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
谷
森
淳
子
氏
「
太
田
牛
一
と
そ
の
著

書
特
に
「
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
」
に
就
い
て
」
（
『
史
学
雑
誌
』
三
八

’
六
、
一
九
三
七
）
は
、
『
太
閤
軍
記
』
の
著
者
・
成
立
時
・
同
時

期
の
類
似
の
諸
著
作
と
の
内
容
上
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
的
確
な

指
摘
を
し
た
上
、
こ
の
書
の
記
述
の
根
底
に
当
時
流
行
の
「
天
道
」

の
因
果
応
報
の
観
念
（
氏
は
こ
れ
を
仏
教
思
想
に
基
づ
く
も
の
と
み
た
）

て
き
た
。
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が
存
す
る
と
し
た
。

右
の
桑
田
氏
・
谷
森
氏
の
論
考
は
、
由
己
や
牛
一
の
歴
史
思
想

の
究
明
を
主
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
近
世
初
期
の

時
点
で
由
己
や
牛
一
が
儒
教
思
想
や
天
道
の
因
果
応
報
観
を
採
り

入
れ
て
新
た
な
歴
史
観
を
形
成
す
る
方
向
に
進
み
つ
つ
あ
っ
た
事

実
に
着
目
し
た
点
で
、
研
究
史
上
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

谷
森
氏
が
牛
一
の
因
果
応
報
観
を
仏
教
的
な
も
の
と
し
た
点
は
、

後
人
に
修
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

戦
後
、
由
己
・
牛
一
の
英
雄
伝
記
に
つ
い
て
歴
史
思
想
そ
の
も

の
を
探
求
し
た
論
考
は
多
く
は
な
い
。
玉
懸
博
之
「
『
天
正
記
』

か
ら
『
太
閤
記
』
へ
ｌ
近
世
的
歴
史
観
の
発
生
ｌ
」
（
『
日
本
思
想

史
研
究
』
四
、
一
九
七
○
）
は
、
歴
史
的
世
界
の
構
造
を
超
越
者
と

入
こ
の
両
者
の
相
互
関
係
性
に
着
目
し
て
と
ら
え
る
方
法
に
よ
っ

て
、
『
天
正
記
』
↓
『
信
長
公
記
』
↓
『
太
閤
記
』
と
い
う
一
系

列
の
史
書
に
「
歴
史
の
形
成
力
と
し
て
人
間
を
超
え
た
力
が
な
お

優
位
に
あ
る
歴
史
世
界
」
（
『
天
正
記
』
）
か
ら
「
人
間
が
歴
史
の
実

質
的
担
い
手
た
り
え
て
い
る
歴
史
世
界
」
（
『
太
閤
記
』
）
へ
の
移
行
・

展
開
（
中
世
的
神
秘
的
歴
史
観
を
脱
し
て
近
世
的
合
理
的
歴
史
観
の
形
成
さ

れ
る
さ
ま
）
が
み
ら
れ
る
（
『
信
長
公
記
』
は
両
書
の
中
間
に
位
置
す
る
）
、

と
し
た
。
小
沢
栄
一
氏
は
「
中
世
に
お
け
る
運
命
と
天
道
ｌ
近
世

的
史
伝
出
現
の
前
提
と
し
て
」
（
『
史
海
』
二
○
、
一
九
七
三
。
の
ち
に

『
近
世
史
学
思
想
史
研
究
』
（
一
九
七
四
）
に
収
録
）
で
、
中
世
の
運
命
観
．

天
道
観
を
広
く
と
ら
え
る
作
業
を
し
た
上
で
、
由
己
の
運
命
観
・

天
道
観
を
中
世
的
な
も
の
を
襲
う
も
の
、
牛
一
の
そ
れ
を
中
世
的

な
も
の
か
ら
や
や
離
れ
て
、
近
世
的
な
甫
庵
の
そ
れ
に
近
づ
く
も

の
と
み
な
し
た
。
思
想
展
開
の
基
本
線
の
把
握
の
面
で
、
玉
懸
の

そ
れ
と
か
な
り
に
重
な
る
。

そ
の
後
岩
沢
鳫
彦
氏
は
「
『
信
長
公
記
』
の
作
者
太
田
牛
一
の

世
界
」
（
『
史
叢
』
三
二
、
一
九
八
三
）
で
、
牛
一
は
、
信
長
の
支
配

者
と
し
て
の
行
動
に
関
わ
り
こ
れ
を
客
観
的
に
記
録
し
て
後
世
に

伝
え
る
役
割
を
も
つ
吏
僚
集
団
の
一
員
（
側
近
の
馬
廻
的
吏
僚
）
で

あ
り
、
か
か
る
立
場
が
『
信
長
公
記
』
の
精
彩
あ
る
世
界
の
描
出

を
も
た
ら
し
た
、
と
し
た
。
こ
の
書
の
歴
史
思
想
の
根
底
に
あ
る

重
要
な
事
実
を
明
ら
か
に
し
、
英
雄
伝
記
研
究
の
今
後
の
一
方
向

を
示
し
た
も
の
と
み
な
し
て
よ
い
。

２
、
『
信
長
記
』
と
『
太
閤
記
』

小
林
健
三
氏
は
昭
和
初
年
に
「
江
戸
初
期
に
於
け
る
史
論
の
一

形
式
に
つ
い
て
ｌ
甫
庵
本
「
信
長
記
」
を
主
と
し
て
Ｉ
」
（
『
史
学

雑
誌
』
三
八
’
八
、
一
九
二
七
）
で
、
甫
庵
の
『
信
長
記
』
の
記
述
は
、

原
拠
と
な
っ
た
牛
一
の
『
信
長
公
記
』
の
記
述
と
比
べ
、
随
所
に

儒
教
思
想
に
基
づ
く
事
実
の
改
変
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
、

『
信
長
記
』
を
、
「
是
非
善
悪
を
傑
烈
に
論
明
し
て
：
：
：
後
世
の
鑑
」

と
し
よ
う
と
す
る
孔
子
『
春
秋
』
の
史
学
論
や
筆
法
を
こ
の
時
点
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で
継
承
す
る
と
こ
ろ
の
、
日
本
史
上
代
表
的
な
「
理
想
主
義
的
史

論
」
の
一
つ
だ
と
し
た
。
桑
田
氏
は
「
『
太
閤
記
』
の
成
立
と
そ

の
本
質
」
（
『
本
邦
史
学
史
論
叢
』
、
一
九
三
九
）
で
、
『
太
閤
記
』
の
本

領
は
史
実
の
客
観
的
記
述
に
で
は
な
く
、
「
史
実
に
対
す
る
評
論
」

に
あ
り
、
評
論
の
背
景
に
は
「
当
時
勃
興
せ
る
儒
教
思
想
」
が
あ

る
、
本
書
は
慈
円
の
『
愚
管
抄
』
、
親
房
の
『
神
皇
正
統
記
』
、
白

石
の
『
読
史
余
論
』
の
間
に
位
す
る
重
要
な
史
論
だ
、
と
し
た
。

こ
の
戦
前
の
両
氏
の
論
考
は
、
『
信
長
記
』
『
太
閤
記
』
の
歴
史

思
想
Ｉ
歴
史
観
や
史
学
論
の
本
質
を
そ
れ
ぞ
れ
鋭
く
別
出
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。

戦
後
し
ば
ら
く
研
究
史
に
空
白
が
あ
っ
た
が
、
松
田
修
氏
は
「
信

長
記
論
」
（
『
日
本
文
学
』
一
○
’
一
○
、
一
九
六
一
・
の
ち
に
『
日
本
近

世
文
学
の
成
立
』
（
一
九
六
三
）
に
収
録
）
で
、
甫
庵
は
『
信
長
記
』
を

「
儒
教
の
た
め
に
書
い
た
」
、
そ
の
意
義
は
「
春
秋
的
歴
史
観
」
を

時
代
の
英
雄
・
個
人
に
適
用
し
た
点
に
あ
る
、
と
し
、
「
信
長
記

と
太
閤
記
」
（
『
国
文
学
』
二
’
二
、
一
九
六
六
）
で
は
、
中
世
か
ら

近
世
へ
の
歴
史
的
転
換
を
甫
庵
が
儒
教
主
義
と
い
う
思
想
に
よ
っ

て
と
ら
え
え
た
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
儒
教
主
義
は
、
甫
庵
が
当
時

の
読
者
の
好
み
を
顧
盧
し
て
旧
来
の
因
果
観
を
と
り
入
れ
た
結
果
、

暖
昧
化
し
て
い
た
、
と
し
た
。
玉
懸
は
前
掲
論
文
（
一
九
七
○
）
で
、

甫
庵
は
神
秘
的
不
可
測
的
な
超
越
者
を
徹
底
し
て
否
定
し
、
超
越

者
を
天
と
い
う
存
在
（
人
に
強
い
道
徳
上
の
要
請
を
し
厳
正
な
応
報
を
も

た
ら
す
も
の
ｌ
道
徳
的
可
測
的
な
超
越
者
）
に
一
元
化
し
た
、
か
か
る

天
の
も
と
歴
史
世
界
に
は
道
徳
上
の
応
報
の
原
理
が
成
立
す
る
、

か
か
る
歴
史
世
界
で
人
は
実
質
的
に
歴
史
の
主
体
た
り
え
て
い
る
、

と
論
じ
、
か
か
る
『
太
閤
記
』
の
歴
史
観
は
羅
山
に
先
行
す
る
と

こ
ろ
の
近
世
的
歴
史
観
の
先
駆
と
み
な
し
う
る
、
と
し
た
。
小
沢

氏
は
前
掲
害
（
一
九
七
四
）
の
第
一
章
「
近
世
的
史
伝
の
出
現
Ｉ

由
己
・
牛
一
・
甫
庵
Ｉ
」
の
「
史
伝
と
儒
教
教
説
」
と
い
う
節
で
、

中
世
時
の
運
命
観
・
天
道
観
は
由
己
・
牛
一
に
は
受
け
つ
が
れ
、

甫
庵
に
い
た
っ
て
儒
教
思
想
の
摂
取
に
と
も
な
い
、
中
世
と
は
異

な
る
運
命
観
・
天
道
観
と
歴
史
思
想
が
形
成
さ
れ
た
、
と
し
た
。

本
書
は
氏
の
前
掲
論
文
を
も
収
録
し
、
こ
の
期
の
英
雄
伝
記
の
歴

史
思
想
に
関
し
最
も
詳
細
か
つ
包
括
的
な
記
述
を
な
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
所
論
の
大
枠
は
先
行
学
説
に
ほ
ぼ
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
玉
懸
は
「
松
永
尺
五
の
思
想
と
小
瀬
甫
庵
の
思
想
Ｉ
『
葬

倫
抄
』
と
『
童
蒙
先
習
』
と
を
め
ぐ
っ
て
」
（
日
本
思
想
大
系
『
藤

原
慢
窩
林
羅
山
』
、
一
九
七
五
）
で
、
甫
庵
の
思
想
は
単
に
朱
子
学

を
摂
取
し
た
も
の
で
は
な
く
、
朱
子
学
の
主
要
要
素
と
中
国
明
代

の
勧
善
害
『
明
心
宝
鑑
』
の
天
・
鬼
神
の
観
念
と
の
結
合
し
た
独

自
の
思
想
と
み
る
べ
き
だ
と
し
、
「
慶
長
期
の
小
瀬
甫
庵
の
思
想
」

（
石
田
一
良
氏
編
『
日
本
精
神
史
』
、
一
九
八
八
）
で
は
、
『
信
長
記
』

『
太
閤
記
』
の
歴
史
思
想
が
か
か
る
二
重
性
を
も
つ
甫
庵
独
自
の

思
想
の
表
現
に
外
な
ら
ぬ
、
と
説
い
た
。
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石
毛
忠
氏
は
「
戦
国
武
士
の
運
命
観
と
そ
の
転
換
」
（
『
日
本
歴
史
』

四
八
四
、
一
九
八
八
）
で
甫
庵
の
運
命
観
を
も
と
り
あ
げ
、
甫
庵
は
、

人
間
世
界
に
①
人
間
世
界
を
主
宰
す
る
天
の
倫
理
的
応
報
作
用
、

②
不
合
理
な
運
命
的
作
用
、
こ
の
両
者
の
存
在
を
認
め
、
か
つ
②

を
①
に
包
摂
し
て
そ
の
運
命
観
を
形
成
し
て
い
た
、
と
説
き
、
加

え
て
玉
懸
の
前
掲
論
文
（
一
九
七
○
）
は
、
②
の
面
を
見
す
ご
し
、

①
の
面
の
み
を
み
と
め
強
調
す
る
と
い
う
誤
り
を
犯
し
て
い
る
と

批
判
し
た
。
甫
庵
の
歴
史
思
想
の
研
究
の
今
後
の
進
展
に
資
す
る

提
言
で
あ
っ
た
。

最
近
、
長
谷
川
泰
志
氏
は
「
甫
庵
『
太
閤
記
』
諸
版
の
成
立
」

（
『
国
語
と
国
文
学
』
六
八
’
二
、
一
九
九
二
で
精
密
な
考
証
に
よ

り
標
題
に
関
す
る
成
果
を
あ
げ
た
上
、
「
『
信
長
記
』
か
ら
『
太
閤

記
』
へ
ｌ
甫
庵
「
今
世
」
意
識
を
中
心
に
ｌ
」
（
『
広
島
経
済
大
学
研

究
論
集
』
一
六
’
三
、
一
九
九
三
）
で
、
甫
庵
の
歴
史
思
想
と
い
っ
て

よ
い
面
に
考
察
を
加
え
て
い
る
。
思
想
追
求
面
に
は
不
満
が
残
る

が
、
氏
の
研
究
方
法
は
、
こ
の
期
の
英
雄
伝
記
と
そ
の
歴
史
思
想

研
究
の
今
後
の
望
ま
し
い
方
向
を
示
す
も
の
と
い
い
え
よ
う
。

以
上
、
従
来
の
、
近
世
初
期
英
雄
伝
記
の
歴
史
思
想
の
研
究
を

み
る
に
、
特
に
甫
庵
の
『
信
長
記
』
『
太
閤
記
』
の
歴
史
思
想
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
に
ま
つ
所
が
少
な
く
な
い
。
今
後
の
研

究
は
、
次
の
よ
う
な
、
甫
庵
の
思
想
の
重
層
性
を
と
ら
え
つ
つ
な

近
世
前
期
に
お
い
て
、
近
世
武
家
史
学
と
呼
び
う
る
も
の
に
次

の
も
の
が
あ
る
。
成
立
の
順
に
掲
げ
る
。
林
羅
山
（
一
五
八
三
～
一

六
五
七
）
・
鴦
峰
（
一
六
一
八
～
八
○
）
の
林
家
史
学
、
山
鹿
素
行
（
一

六
二
二
～
八
五
）
の
素
行
史
学
、
徳
川
光
圀
（
一
六
二
八
～
一
七
○
○
）

中
心
の
前
期
水
戸
史
学
、
新
井
白
石
（
一
六
五
七
～
一
七
二
五
）
の

白
石
史
学
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
重
要
な
歴
史
思
想
を
包
含
し
、
そ

れ
ぞ
れ
に
長
い
研
究
史
が
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
歴
史
学
に

加
え
、
こ
れ
ら
と
対
照
的
な
非
武
家
史
学
と
よ
び
う
る
熊
沢
蕃
山

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
、
と
私
は
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
甫
庵
は
、

十
七
世
紀
初
頭
・
江
戸
慶
長
期
に
時
代
の
新
思
想
・
宋
学
を
摂
取

す
る
と
と
も
に
、
明
代
の
勧
善
書
『
明
心
宝
鑑
』
の
思
想
に
共
鳴

し
て
、
慶
長
末
に
『
明
意
宝
鑑
』
『
政
要
抄
』
そ
し
て
『
童
蒙
先
習
』

を
執
筆
・
刊
行
し
て
、
右
の
異
質
の
二
思
想
の
結
合
し
た
独
自
の

思
想
を
そ
の
中
に
盛
り
こ
ん
だ
。
慢
窩
や
羅
山
と
は
異
な
る
人
間

観
・
世
界
観
・
道
徳
観
・
政
治
論
を
含
む
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、

甫
庵
は
い
わ
ゆ
る
天
道
思
想
も
継
承
し
て
い
た
。
か
か
る
甫
庵
の

思
想
の
重
層
性
は
、
慶
長
期
執
筆
の
『
信
長
記
』
は
も
ち
ろ
ん
、

後
の
『
太
閤
記
』
の
歴
史
思
想
の
あ
り
よ
う
を
も
決
定
づ
け
る
も

の
で
あ
っ
た
。

三
、
林
家
史
学
か
ら
白
石
史
学
へ
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（
一
六
一
九
～
九
二
の
蕃
山
史
学
を
も
と
り
あ
げ
て
、
研
究
史
を

検
討
す
る
。

１
、
林
家
史
学
１
１
羅
山
と
驚
峰
Ｉ

①
羅
山
史
学

羅
山
の
歴
史
思
想
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
彼
が
若
年
時
十
七
世
紀

初
め
の
慶
長
ｌ
元
和
期
で
示
し
た
、
㈱
日
本
国
家
の
成
立
を
め
ぐ

る
論
、
㈹
古
代
時
の
仏
教
受
容
を
め
ぐ
る
論
が
と
り
あ
げ
ら
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
㈱
に
つ
い
て
は
戦
前
に
堀
勇
雄
氏
が
「
歴
史
家
林

羅
山
．
そ
の
学
問
及
び
環
境
（
二
）
」
（
『
歴
史
教
育
』
七
’
七
、
一
九

三
三
で
、
羅
山
が
「
神
武
天
皇
論
」
ほ
か
で
儒
教
の
合
理
主
義

的
見
地
に
立
っ
て
、
①
人
類
の
祖
先
は
「
天
地
の
気
」
の
生
じ
た

も
の
で
（
諾
冊
二
神
の
生
ん
だ
も
の
な
ど
で
は
な
い
）
、
そ
の
は
じ
め
は

野
蛮
状
態
で
あ
っ
た
、
②
日
本
の
古
い
時
代
に
為
政
者
の
姓
の
交

代
が
あ
っ
た
（
氏
は
こ
の
論
考
で
羅
山
の
、
神
武
天
皇
は
「
古
昔
の
酋
長
」

た
る
オ
オ
ナ
ム
チ
や
ナ
ガ
ス
ネ
ヒ
コ
に
と
っ
て
代
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
と

の
べ
た
「
神
武
天
皇
論
」
の
一
文
を
漢
文
体
の
ま
ま
引
用
し
た
が
、
時
代
の

制
約
が
あ
っ
て
、
そ
の
一
文
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、

こ
の
よ
う
な
抑
制
し
た
表
現
を
し
た
）
、
③
中
国
か
ら
渡
来
し
た
有
徳

者
泰
伯
が
皇
祖
に
当
る
Ｉ
か
か
る
記
紀
以
来
の
、
い
な
古
代
・

中
世
以
来
の
伝
統
的
見
解
を
ま
っ
た
く
否
定
す
る
論
を
十
七
世
紀

初
頭
に
提
唱
し
た
、
と
し
た
。
加
え
て
氏
は
、
か
か
る
羅
山
の
営

為
は
「
近
世
武
士
階
級
」
の
古
代
史
観
を
確
立
し
た
も
の
で
、
こ

の
点
羅
山
は
祖
侠
・
白
石
ら
の
「
先
駆
者
」
で
あ
っ
た
、
と
し
た
。

重
要
な
指
摘
で
あ
っ
た
。
い
に
つ
い
て
は
、
羅
山
が
排
仏
論
に
立

っ
て
欽
明
天
皇
・
蘇
我
馬
子
・
光
明
皇
后
な
ど
の
事
績
を
、
そ
の

崇
仏
の
故
に
、
道
に
惇
る
も
の
と
し
て
否
定
的
に
評
価
し
た
Ｉ

伝
統
的
見
解
を
覆
し
た
’
こ
と
が
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
た
両

部
秀
助
氏
「
史
家
と
し
て
の
林
羅
山
」
（
『
史
学
界
』
六
’
五
、
一
九
○
四
）
）
・

羅
山
若
年
時
の
、
伝
統
的
歴
史
観
や
歴
史
像
を
否
定
・
改
変
す

る
営
み
（
近
世
武
家
史
学
形
成
の
端
緒
と
な
る
重
要
な
営
み
）
は
、
戦
前

か
ら
正
当
に
把
握
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

幕
命
に
よ
り
羅
山
が
編
纂
し
た
『
本
朝
編
年
録
』
（
神
武
天
皇
か

ら
宇
多
天
皇
ま
で
を
記
述
、
後
に
鴦
峰
が
加
筆
し
て
『
本
朝
通
鑑
』
正
編
と

し
た
）
に
つ
い
て
は
、
羅
山
が
幕
府
に
献
上
し
た
官
本
が
明
暦
三

年
の
江
戸
の
大
火
で
焼
失
し
た
た
め
、
現
在
で
は
こ
の
書
を
見
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
、
長
ら
く
殆
ん
ど
研
究
が
な
さ
れ

な
か
っ
た
（
鴦
峰
加
筆
の
『
本
朝
通
鑑
』
正
編
を
通
し
て
『
本
朝
編
年
録
』

を
探
ろ
う
と
す
る
試
み
は
な
さ
れ
て
は
い
た
）
。
安
川
実
氏
は
「
本
朝
編

年
録
の
研
究
」
（
『
歴
史
教
育
』
一
○
’
一
○
、
一
九
六
二
。
の
ち
に
『
本

朝
通
鑑
の
研
究
』
（
一
九
八
○
）
に
収
録
。
本
稿
所
掲
の
安
川
氏
の
諸
論
考
は
、

こ
の
書
に
集
約
・
収
録
さ
れ
て
い
る
。
以
下
い
ち
い
ち
注
記
し
な
い
。
）
で
、

焼
失
官
本
の
草
稿
本
と
み
ら
れ
る
内
閣
文
庫
蔵
本
を
調
査
し
た
上
、

羅
山
の
『
本
朝
編
年
録
』
の
内
容
は
鶯
峰
加
筆
の
『
本
朝
通
鑑
』
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正
編
と
同
一
で
は
な
い
こ
と
、
羅
山
の
神
武
ｌ
宇
多
間
の
記
述
は
、

ほ
ぼ
六
国
史
な
ど
の
記
述
に
則
っ
て
い
る
こ
と
（
羅
山
の
公
的
史
書

で
は
、
古
代
史
に
つ
い
て
の
伝
統
的
歴
史
像
の
否
定
・
改
変
は
殆
ん
ど
な
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
）
を
指
摘
し
た
。
重
要
な
指
摘
で
あ
っ

た
。

羅
山
の
、
儒
教
的
史
学
論
の
摂
取
に
つ
い
て
は
、
安
川
氏
が
前

掲
論
文
、
よ
り
く
わ
し
く
は
「
羅
山
史
学
の
展
開
」
（
『
歴
史
教
育
』

一
七
’
二
、
一
九
六
九
）
で
、
羅
山
は
朱
子
の
『
資
治
通
鑑
綱
目
』

に
倣
っ
て
史
実
に
厳
し
く
道
徳
上
の
筆
誹
を
加
え
る
手
法
に
よ
る

歴
史
記
述
を
理
想
と
し
な
が
ら
、
現
実
に
は
寛
永
十
五
（
一
六
三
八
）

年
頃
か
ら
事
実
の
客
観
的
記
述
の
中
に
道
の
な
ん
た
る
か
を
示
す

司
馬
光
『
資
治
通
鑑
』
の
手
法
に
よ
る
歴
史
記
述
を
採
る
よ
う
に

な
っ
た
、
と
指
摘
し
た
。
綱
目
流
の
筆
法
、
通
鑑
流
の
筆
法
い
ず

れ
を
選
択
す
べ
き
か
、
な
い
し
両
者
を
ど
う
調
和
す
べ
き
か
は
、

後
の
古
学
派
の
人
々
（
素
行
や
祖
棟
）
を
待
た
ず
、
ま
さ
に
江
戸
初

期
の
林
家
の
問
題
で
あ
り
、
寛
永
十
五
年
１
幕
藩
体
制
の
確
立
時

に
羅
山
に
よ
っ
て
通
鑑
流
が
す
で
に
選
び
と
ら
れ
て
い
た
事
実
は
、

近
世
武
家
史
学
・
歴
史
思
想
の
形
成
上
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
成
果
を
う
け
て
堀
勇
雄
氏
は
『
林
羅
山
』
（
一
九
六
四
）

で
、
羅
山
の
歴
史
学
の
特
徴
を
、
武
士
階
級
的
立
場
（
儒
教
的
道

徳
鑑
戒
主
義
を
も
含
む
）
、
考
証
学
的
傾
向
、
儒
教
的
合
理
主
義
、

排
仏
的
傾
向
、
以
上
四
点
に
ま
と
め
、
小
沢
栄
一
氏
は
「
近
世
史

学
の
成
立
と
林
羅
山
」
（
肥
後
先
生
古
稀
記
念
論
文
刊
行
会
『
日
本
文
化

史
研
究
』
、
一
九
六
九
。
の
ち
に
同
氏
前
掲
書
に
収
録
）
で
、
羅
山
史
学

の
形
成
を
時
の
経
過
に
即
し
て
詳
細
・
包
括
的
に
把
握
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
歴
史
観
の
特
色
を
、
治
乱
興
亡
鑑
戒
史
観
、
主
観
的

儒
教
的
合
理
主
義
の
方
向
、
事
実
主
義
の
立
場
と
考
証
史
風
、
の

三
つ
に
分
け
て
説
い
て
い
る
。

羅
山
が
鴦
峰
と
と
も
に
幕
命
を
受
け
て
行
っ
た
『
寛
永
諸
家
系

図
伝
』
の
編
蟇
は
、
歴
史
思
想
上
も
か
な
り
重
要
な
意
味
を
も
つ

が
、
こ
の
点
の
検
討
は
殆
ん
ど
今
後
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

総
じ
て
、
羅
山
の
歴
史
思
想
に
つ
い
て
の
従
来
の
研
究
は
、
羅

山
の
歴
史
観
や
日
本
歴
史
の
像
を
明
確
に
と
ら
え
る
に
は
い
た
っ

て
い
な
い
。
こ
と
に
羅
山
の
作
り
な
し
た
日
本
歴
史
の
全
体
像
は

未
究
明
の
面
が
多
い
。
そ
の
た
め
に
羅
山
の
歴
史
思
想
と
古
代
・

中
世
の
歴
史
思
想
と
の
連
続
・
非
連
続
、
さ
ら
に
は
武
家
史
学
と

そ
の
歴
史
思
想
の
形
成
・
展
開
に
占
め
る
羅
山
の
位
置
も
分
明
に

な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
、
羅
山
の
主
著
『
本
朝
編
年
録
』
の

研
究
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
に
大
き
な
原
因
が
あ
る
。
『
本
朝
編

年
録
』
を
中
心
に
し
て
羅
山
の
歴
史
観
と
歴
史
像
の
見
直
し
が
待

た
れ
る
。
武
家
史
学
と
し
て
の
質
や
達
成
度
を
問
う
場
合
に
は
、

『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
も
逸
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ
材
料
で
あ
る
。
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（
２
）
鴦
峰
史
学

鴦
峰
の
歴
史
思
想
の
研
究
は
戦
前
に
み
る
べ
き
も
の
は
な
く
、

戦
後
の
安
川
実
氏
の
業
績
が
顕
著
で
あ
る
。
氏
は
「
林
鴦
峰
の
史

観
」
上
・
下
（
『
歴
史
教
育
』
八
’
一
○
・
八
’
二
、
一
九
六
○
）
で
、

鴦
峰
の
歴
史
像
を
主
と
し
て
白
石
の
そ
れ
と
比
較
・
考
察
し
た
。

鴦
峰
は
、
政
権
が
公
家
か
ら
武
家
へ
し
か
も
徳
川
氏
へ
と
移
行
し

た
必
然
性
を
朱
子
学
の
道
学
的
見
地
か
ら
把
握
し
説
明
づ
け
た
、

『
読
史
余
論
』
の
公
家
政
治
九
変
、
武
家
政
治
五
変
か
ら
な
る
、

著
名
な
日
本
歴
史
の
時
代
区
分
の
原
型
は
鴦
峰
に
あ
っ
た
、
近
世

武
家
史
学
は
鴦
峰
に
よ
り
樹
立
さ
れ
た
、
と
氏
は
説
い
た
。
近
世

武
家
史
学
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
研
究
者
の
関
心
が
白
石
に
集
中
し

て
い
た
時
期
に
お
い
て
重
要
な
提
言
で
あ
っ
た
。
「
続
本
朝
通
鑑

の
一
考
察
」
（
同
一
五
’
七
、
一
九
六
七
）
で
は
、
鴦
峰
の
こ
の
書
は

『
資
治
通
鑑
』
に
倣
い
事
実
を
直
書
し
て
そ
の
中
に
義
理
を
こ
め

る
筆
法
を
採
り
、
ま
た
朱
子
学
的
合
理
主
義
に
立
っ
て
史
実
を
実

証
的
に
と
ら
え
る
手
法
を
も
つ
、
と
し
、
加
え
て
か
か
る
史
学
論

と
筆
法
と
は
「
春
秋
学
の
隷
従
か
ら
史
学
を
解
放
」
し
、
そ
の
史

学
を
「
近
代
史
学
の
域
」
に
近
づ
か
せ
る
意
義
を
も
っ
て
い
た
、

と
し
た
。
「
鴦
峰
史
学
の
展
開
」
（
『
神
道
学
』
九
三
、
一
九
七
七
）
で
は
、

『
本
朝
通
鑑
』
ほ
か
の
史
書
に
も
考
察
を
広
げ
た
結
果
、
「
鴦
峰
史

学
は
、
綱
目
的
史
学
と
通
鑑
的
史
学
と
を
結
合
し
た
儒
家
史
学
で

あ
り
、
事
実
主
義
と
名
教
主
義
と
が
重
層
的
に
共
存
し
て
ゐ
る
」

と
説
い
た
。
こ
の
両
論
考
は
、
結
論
が
や
や
安
易
に
導
き
出
さ
れ

る
傾
向
が
あ
る
が
、
傾
聴
し
か
つ
今
後
に
生
か
す
べ
き
見
解
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ほ
か
に
氏
は
、
上
の
諸
論
考
よ
り
も
早
く
、
鶯
峰
史
学
か
ら
の

水
戸
史
学
お
よ
び
白
石
史
学
へ
の
影
響
を
指
摘
し
た
（
「
本
朝
通
鑑

と
大
日
本
史
」
（
『
歴
史
教
育
』
六
’
二
、
一
九
五
八
）
、
「
古
史
通
と
本
朝

通
鑑
」
（
同
五
’
二
、
一
九
五
七
）
）
。
宮
崎
道
生
氏
「
林
家
史
学
と

白
石
史
学
」
（
『
日
本
歴
史
』
一
四
八
、
一
九
六
○
）
は
、
鶯
峰
『
日
本

王
代
一
覧
』
か
ら
の
引
用
が
『
読
史
余
論
』
に
百
個
所
以
上
あ
る
、

前
者
は
後
者
の
「
最
も
重
要
な
参
考
書
」
で
あ
っ
た
、
と
し
て
、

鴦
峰
か
ら
白
石
へ
の
影
響
を
よ
り
具
体
的
に
論
じ
た
。

小
沢
栄
一
氏
「
近
世
史
学
の
形
成
と
林
鴦
峰
」
（
『
東
京
学
芸
大
学

紀
要
』
二
二
、
一
九
七
○
．
の
ち
に
同
氏
前
掲
書
に
収
録
）
は
、
鴦
峰
史

学
の
形
成
と
実
態
を
新
知
見
を
含
め
最
も
包
括
的
に
記
述
す
る
。

な
お
、
高
橋
章
則
氏
「
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
林
鴦
峰
撰

『
本
朝
通
鑑
編
輯
始
末
』
」
（
『
日
本
思
想
史
研
究
』
一
八
、
一
九
八
六
）
は
、

『
本
朝
通
鑑
』
の
歴
史
思
想
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
手
が
か
り
を

提
供
す
る
。
今
後
の
活
用
が
待
た
れ
る
。

以
上
、
鴦
峰
の
歴
史
思
想
の
従
来
の
研
究
は
、
鴦
峰
の
歴
史
観

や
歴
史
像
・
史
学
論
さ
ら
に
は
そ
の
史
学
の
武
家
史
学
展
開
の
中

に
占
め
る
位
置
な
ど
を
か
な
り
の
程
度
に
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
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２
、
素
行
史
学

戦
前
、
山
鹿
素
行
の
思
想
の
研
究
は
、
素
行
が
日
本
の
国
体
や

日
本
精
神
を
ど
れ
程
に
自
覚
・
表
明
し
て
い
た
か
に
主
に
着
目
し

て
な
さ
れ
（
そ
の
際
素
行
の
日
本
至
上
主
義
や
武
士
道
論
が
特
筆
さ
れ
た
）
、

歴
史
思
想
研
究
も
多
く
が
同
じ
視
点
か
ら
な
さ
れ
た
。
松
本
純
郎

氏
は
「
中
朝
事
実
と
武
家
事
紀
」
（
『
本
邦
史
学
史
論
叢
』
、
一
九
三
九
）

で
、
素
行
は
『
中
朝
事
実
』
で
上
古
の
実
事
に
即
し
て
「
正
し
き

精
神
」
で
国
体
の
本
質
を
閏
明
し
た
、
『
武
家
事
紀
』
で
は
中
頃

以
降
の
武
家
政
治
の
出
現
と
存
続
と
を
容
認
す
る
点
で
「
正
し
き

精
神
」
を
見
失
っ
た
、
と
説
く
。
戦
前
に
お
け
る
素
行
史
学
と
歴

し
『
本
朝
通
鑑
』
は
と
も
か
く
、
『
日
本
王
代
一
覧
』
『
国
史
窺
班
』

な
ど
の
研
究
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
た
め
に
歴
史
観
・

歴
史
像
そ
の
他
か
ら
な
る
鴦
峰
歴
史
思
想
の
全
体
像
の
正
確
な
把

握
は
ま
だ
な
さ
れ
て
は
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
鴦
峰
の
儒
教
思
想

の
研
究
は
、
そ
の
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
従
来
殆
ん
ど
行
わ
れ

て
い
な
い
。
日
本
思
想
史
研
究
者
は
、
羅
山
の
後
継
者
と
し
て
、

山
鹿
素
行
・
熊
沢
蕃
山
・
山
崎
闇
斎
な
ど
の
同
世
代
人
と
し
て
活

躍
し
た
こ
の
人
物
の
儒
教
思
想
を
殆
ん
ど
知
ら
ず
に
い
る
。
今
後
、

鴦
峰
の
人
と
思
想
の
研
究
を
本
格
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の

と
き
鴦
峰
の
史
学
と
歴
史
思
想
も
ま
た
よ
り
鮮
明
な
姿
を
現
す
で

あ
ろ
う
。

史
思
想
へ
の
標
準
的
見
解
・
評
価
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

中
で
肥
後
和
雄
氏
が
「
山
鹿
素
行
の
思
想
と
そ
の
史
学
」
（
『
歴

史
地
理
』
五
九
’
二
、
一
九
三
二
）
で
、
素
行
は
武
や
武
家
政
権
を
肯

定
的
に
と
ら
え
る
現
実
的
立
場
に
立
ち
、
日
本
歴
史
の
像
を
公
武

の
二
勢
力
の
「
交
代
の
下
に
」
発
展
し
て
き
た
も
の
と
あ
る
が
ま

ま
に
と
ら
え
た
、
事
実
を
重
視
す
る
古
学
の
見
地
に
立
っ
て
歴
史

学
を
事
実
の
学
と
し
て
定
立
し
よ
う
と
し
た
、
と
説
い
た
の
は
注

意
さ
れ
て
よ
い
。
こ
こ
で
は
大
方
の
非
歴
史
的
把
握
と
違
っ
て
、

素
行
史
学
と
歴
史
思
想
は
江
戸
前
期
と
い
う
時
代
の
生
み
出
し
た

武
家
史
学
な
い
し
封
建
史
学
の
一
つ
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
。

久
保
田
収
氏
が
「
中
朝
事
実
に
現
は
れ
た
親
房
卿
の
影
響
」
（
『
建

武
』
三
’
四
、
一
九
三
八
。
の
ち
に
『
近
世
史
学
史
論
考
』
（
一
九
六
八
）
に

収
録
）
で
、
国
体
明
徴
に
重
き
を
置
く
立
場
か
ら
で
は
あ
る
が
、

『
中
朝
事
実
』
は
神
代
を
最
重
視
し
つ
つ
「
わ
が
国
の
歴
史
の
本
質
」

を
説
い
た
、
素
行
の
「
歴
史
意
識
」
を
表
し
た
著
作
だ
、
と
し
た

の
は
当
を
得
た
指
摘
で
あ
っ
た
。

戦
後
、
素
行
の
歴
史
思
想
の
研
究
は
、
素
行
の
古
学
Ⅱ
素
行
学

の
研
究
の
進
展
に
併
行
し
て
進
ん
だ
。
安
川
実
氏
「
林
鶯
峰
の
史

観
」
上
・
下
（
前
掲
一
九
六
○
）
は
、
近
世
武
家
史
学
の
公
武
交
代

観
の
原
型
は
鴦
峰
が
形
成
し
、
素
行
も
徳
川
光
圀
（
前
期
水
戸
史

学
）
・
白
石
ら
と
と
も
に
そ
の
系
譜
に
連
な
る
、
と
し
た
。
氏
は
、

素
行
の
有
す
る
、
儒
教
的
道
学
史
観
と
公
家
か
ら
武
家
さ
ら
に
は
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徳
川
氏
へ
の
政
権
移
行
を
必
然
的
過
程
と
と
ら
え
た
歴
史
像
に
着

目
し
て
、
素
行
史
学
を
近
世
武
家
史
学
の
一
重
要
事
例
と
み
な
し

た
、
と
い
え
る
。
同
年
羽
溪
四
明
氏
「
山
鹿
素
行
の
歴
史
観
」

（
『
史
宙
』
一
七
・
一
八
、
一
九
六
○
）
は
、
素
行
の
歴
史
思
想
を
彼
の

古
学
思
想
と
不
可
分
の
も
の
と
と
ら
え
よ
う
と
し
、
数
年
後
田
原

嗣
郎
氏
は
、
素
行
の
歴
史
思
想
は
事
を
重
ん
ず
る
古
学
的
思
考
か

ら
成
る
も
の
で
、
理
を
重
ん
ず
る
朱
子
学
的
歴
史
思
想
と
は
異
質

な
も
の
だ
、
と
説
い
た
（
「
江
戸
時
代
前
期
の
歴
史
思
想
」
（
『
日
本
に
お

け
る
歴
史
思
想
の
展
開
』
、
一
九
六
五
）
）
。

尾
藤
正
英
氏
は
「
山
鹿
素
行
の
思
想
的
転
回
」
上
・
下
（
『
思
想
』

五
六
○
・
五
六
一
、
一
九
七
二
で
、
古
学
思
想
に
伴
う
素
行
の
歴
史

思
想
を
説
い
て
、
素
行
は
「
武
家
政
治
成
立
の
必
然
性
を
、
儒
学

の
易
姓
革
命
思
想
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
た
」
、
日
本
歴
史
上
に
「
易

姓
革
命
の
事
実
が
存
し
た
と
考
え
て
い
た
」
と
の
べ
た
。
戦
前
一

般
に
行
わ
れ
た
説
と
ま
っ
た
く
異
な
る
見
解
で
あ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
先
行
す
る
戦
後
の
諸
見
解
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
小
沢
栄
一
氏
は
「
近
世
初
期
に
お
け
る
武
家
政
治
必
然

史
論
ｌ
鴦
峰
と
素
行
と
白
石
ｌ
」
（
「
日
本
歴
史
』
二
九
六
、
一
九
七
三
。

の
ち
に
前
掲
書
に
収
録
）
で
、
鴦
峰
・
白
石
と
対
比
し
な
が
ら
素
行

の
歴
史
観
・
歴
史
像
を
考
察
し
、
そ
の
封
建
史
学
・
武
家
史
学
と

し
て
の
位
置
を
定
め
よ
う
と
し
た
。
阿
部
隆
一
氏
は
「
山
鹿
素
行

の
史
書
論
」
（
『
日
本
歴
史
』
二
八
四
、
一
九
七
三
で
、
素
行
は
事
実

を
重
視
す
る
古
学
的
見
地
に
立
っ
て
、
宋
明
儒
学
の
史
学
論
を
批

判
的
に
摂
取
し
て
「
宋
明
性
理
学
亜
流
」
の
そ
れ
と
は
異
な
る
、

わ
が
国
の
「
史
学
総
論
の
権
輿
」
と
み
な
し
う
る
史
学
論
を
形
成

し
、
史
書
を
選
述
し
た
、
と
説
い
た
。
誉
め
過
ぎ
の
面
が
あ
る
が
、

中
国
宋
・
明
の
史
学
論
へ
の
目
配
り
の
き
い
た
、
従
来
の
研
究
史

の
欠
を
補
う
論
考
で
あ
っ
た
。

最
近
、
素
行
の
歴
史
思
想
を
儒
教
的
歴
史
思
想
と
み
る
べ
き
で

は
な
い
と
す
る
見
解
が
で
て
い
る
。
中
山
広
司
氏
は
「
素
行
史
学

と
白
石
史
学
」
（
『
芸
林
』
三
○
’
一
、
一
九
八
こ
で
、
久
保
田
氏
前

掲
論
文
の
所
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
次
の
よ
う
に
説
く
。
儒
家
の
合

理
主
義
の
立
場
か
ら
記
紀
的
・
伝
統
的
神
代
観
を
改
変
し
、
伝
統

的
神
代
観
に
拘
わ
れ
な
い
思
考
に
達
し
た
白
石
と
伝
統
的
神
代
観

に
立
っ
て
「
現
実
の
諸
件
」
の
し
か
る
所
以
を
神
代
に
求
め
て
皇

統
無
窮
観
や
日
本
武
国
観
を
説
く
素
行
と
の
違
い
は
明
白
で
あ
り
、

か
か
る
神
代
観
の
違
い
が
、
異
な
る
武
家
政
治
史
論
（
素
行
は
武

家
政
治
出
現
後
も
天
皇
を
、
主
権
を
保
持
す
る
君
主
と
み
、
白
石
は
そ
う
は

み
な
い
）
を
生
み
出
し
て
い
る
、
と
し
た
。
同
氏
は
『
山
鹿
素
行

の
研
究
』
（
一
九
八
八
）
で
も
基
本
的
に
は
同
一
の
考
え
を
示
し
て

い
る
。
素
行
の
歴
史
観
は
、
儒
教
的
歴
史
観
と
は
異
な
る
も
の
と

み
な
さ
れ
て
い
る
。
玉
懸
は
「
素
行
歴
史
思
想
の
核
心
を
な
す
も

の
ｌ
そ
の
神
代
観
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
『
文
芸
研
究
』
一
三
七
、
一
九
九

四
）
・
「
山
鹿
素
行
の
歴
史
思
想
ｌ
そ
の
歴
史
的
世
界
と
日
本
歴
史
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以
上
、
素
行
の
歴
史
思
想
研
究
史
の
最
大
の
論
点
は
、
こ
れ
を

儒
教
的
歴
史
思
想
と
み
る
べ
き
か
、
非
儒
教
的
歴
史
思
想
と
み
る

べ
き
か
、
に
あ
り
、
今
後
の
最
大
の
課
題
も
こ
の
点
を
究
明
す
る

に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
素
行
が
日
本
歴
史
に
易
姓
革
命
の
事
実

を
み
て
い
た
か
い
な
か
、
の
究
明
も
右
と
関
わ
る
今
後
の
課
題
で

あ
る
。
今
後
、
素
行
の
歴
史
観
・
歴
史
像
・
史
学
論
を
仔
細
に
再

検
討
す
る
作
業
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
作
業
に
際
し
て
、
私
は

次
の
事
実
を
踏
え
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
考
え
る
。
素
行
が
朱
子

学
か
ら
離
脱
し
古
学
に
転
じ
た
の
が
寛
文
二
（
一
六
六
三
年
、

六
年
後
の
寛
文
八
年
に
は
神
道
的
見
地
を
積
極
的
に
と
り
入
れ
て

日
本
至
上
主
義
に
進
み
、
以
後
没
す
る
貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年

ま
で
の
二
十
年
近
く
、
彼
が
日
本
至
上
主
義
と
日
本
的
華
夷
思
想

の
像
Ｉ
」
（
『
日
本
思
想
史
研
究
』
二
七
、
一
九
九
五
）
で
、
素
行
は
、

神
代
を
歴
史
の
基
本
相
を
決
定
づ
け
る
「
歴
史
の
根
元
」
と
み
な

し
て
、
神
道
的
色
彩
の
濃
い
、
非
儒
教
的
歴
史
観
を
形
成
し
た
、

日
本
中
国
観
に
立
っ
て
日
本
の
歴
史
の
像
を
、
世
界
で
唯
一
つ
の

「
中
国
（
神
国
）
の
歴
史
」
と
し
て
描
出
し
た
（
日
本
歴
史
は
易
姓
革

命
の
な
い
不
易
の
歴
史
の
体
を
な
す
）
、
そ
の
歴
史
思
想
は
、
封
建
史

学
に
違
い
は
な
い
が
、
羅
山
・
鴦
峰
、
前
期
水
戸
史
学
、
白
石
ら

の
そ
れ
と
は
異
質
で
あ
り
、
そ
れ
ら
と
別
な
個
所
に
位
置
づ
け
ら

れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
論
じ
た
。

と
を
自
ら
の
本
領
と
し
た
事
実
で
あ
る
。

３
、
蕃
山
史
学

蕃
山
の
歴
史
思
想
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
た
の
は
近
年
で
あ
る
。

戦
前
か
ら
の
「
日
本
史
学
史
」
の
名
を
冠
し
た
各
書
は
蕃
山
に
ま

っ
た
く
注
目
し
な
か
っ
た
。
小
沢
栄
一
氏
は
前
掲
書
（
一
九
七
四
）

で
「
第
三
章
儒
教
と
日
本
史
学
思
想
」
中
に
「
蕃
山
の
文
化
観
断

章
」
と
い
う
節
を
設
け
て
、
蕃
山
の
歴
史
思
想
を
扱
っ
た
。
し
か

し
、
氏
は
、
蕃
山
は
儒
者
の
「
時
変
興
亡
・
道
徳
主
義
的
鑑
戒
史

観
の
常
套
」
を
採
用
し
た
の
み
で
、
史
書
・
史
伝
に
関
心
が
な
く
、

「
歴
史
的
思
考
を
欠
落
」
し
て
お
り
、
た
め
に
歴
史
の
現
実
を
と

ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
、
と
説
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
学
界

の
通
念
に
沿
う
見
解
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
た
。

蕃
山
の
歴
史
思
想
の
重
要
性
に
最
初
に
言
及
し
た
の
は
宮
崎
道

生
氏
で
あ
る
。
氏
は
「
熊
沢
蕃
山
の
史
観
と
史
論
」
（
『
国
史
学
』

二
○
・
一
二
、
一
九
八
○
。
の
ち
に
『
熊
沢
蕃
山
の
研
究
』
（
一
九
九
○
）

に
収
録
）
で
、
蕃
山
に
は
儒
教
的
合
理
主
義
・
倫
理
的
史
観
・
独

自
の
時
処
位
論
な
ど
を
前
提
に
し
た
、
泰
伯
国
祖
説
を
含
む
古
代

論
、
文
武
の
一
致
と
分
離
に
着
目
し
て
日
本
歴
史
の
全
体
を
と
ら

え
た
歴
史
像
、
道
徳
上
の
成
敗
の
顕
著
な
保
元
の
乱
や
建
武
中
興

を
め
ぐ
る
史
論
、
な
ど
が
み
ら
れ
る
、
と
し
た
。
し
か
し
、
蕃
山

の
歴
史
思
想
を
総
合
的
に
把
握
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
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玉
懸
「
熊
沢
蕃
山
の
歴
史
思
想
」
（
『
東
北
大
学
文
学
部
日
本
文
化
研
究

所
研
究
報
告
』
一
七
、
一
九
八
二
は
、
蕃
山
に
は
、
日
本
歴
史
全
体

を
見
渡
し
て
、
こ
れ
を
神
代
（
蕃
山
は
「
神
と
云
は
古
へ
の
賢
き
人
也
」

と
す
る
儒
教
的
合
理
主
義
に
立
っ
て
、
白
石
よ
り
数
十
年
前
に
伝
統
的
神
代

観
を
改
変
し
た
）
・
王
代
・
武
家
の
代
・
当
代
（
蕃
山
は
十
七
世
紀
で

は
珍
し
く
徳
川
統
治
期
の
治
政
を
否
定
的
に
と
ら
え
た
）
と
区
分
し
、
古

え
を
理
想
化
し
古
え
へ
の
復
帰
を
説
く
日
本
歴
史
像
が
存
す
る
、

独
自
の
天
と
人
と
の
関
係
性
の
創
出
に
伴
っ
て
、
羅
山
・
白
石
ら

と
異
な
る
「
朱
子
学
的
歴
史
観
の
変
容
の
一
典
型
」
と
み
な
し
う

る
歴
史
観
が
み
ら
れ
る
、
か
か
る
非
体
制
的
と
よ
び
う
る
歴
史
思

想
は
、
十
七
世
紀
で
は
孤
立
的
だ
っ
た
が
、
十
八
・
十
九
世
紀
の

主
と
し
て
非
反
制
・
反
体
制
的
思
想
家
た
ち
に
よ
っ
て
、
尊
重
・

継
承
さ
れ
る
、
と
論
じ
た
。

４
、
前
期
水
戸
史
学

戦
前
、
前
期
水
戸
史
学
の
歴
史
思
想
の
研
究
に
お
い
て
は
、
光

圀
を
中
心
と
し
た
前
期
水
戸
学
者
た
ち
が
い
か
程
に
日
本
の
国
体

の
真
髄
を
歴
史
編
蟇
に
盛
り
こ
ん
だ
か
に
研
究
者
の
主
た
る
関
心

が
集
中
し
た
（
そ
の
際
、
南
朝
正
統
論
を
含
む
い
わ
ゆ
る
三
大
特
筆
が
特

以
上
、
蕃
山
の
歴
史
思
想
の
研
究
は
発
足
し
た
ば
か
り
で
多
く

の
興
味
あ
る
課
題
を
残
し
て
い
る
。

に
重
視
さ
れ
た
）
。
そ
の
結
果
、
前
期
水
戸
史
学
は
よ
く
国
体
を
認

識
し
、
大
義
名
分
論
に
立
っ
て
日
本
歴
史
を
と
ら
え
た
、
こ
の
点

は
史
実
に
拘
わ
れ
て
大
義
を
見
失
っ
た
林
家
『
本
朝
通
鑑
』
と
は

対
照
的
で
あ
っ
た
ｌ
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
標
準
的
見
解
が
成
立

し
て
い
た
（
『
本
邦
史
学
史
論
叢
』
（
一
九
三
九
）
所
収
の
加
藤
繁
・
高
瀬

芳
次
郎
・
平
泉
澄
氏
ら
の
論
考
な
ど
）
。
中
で
松
本
純
郎
氏
『
水
戸
史

学
の
源
流
』
（
一
九
四
五
）
は
、
国
体
重
視
の
見
地
に
立
ち
つ
つ
も
、

前
期
水
戸
学
・
水
戸
史
学
の
成
立
と
そ
の
実
態
を
事
実
に
即
し
て

と
ら
え
る
面
を
含
ん
で
お
り
、
「
徳
川
光
圀
の
思
想
」
「
本
朝
通
鑑

に
於
け
る
泰
伯
論
の
問
題
」
な
ど
で
、
水
戸
史
学
の
思
想
的
立
場

は
は
じ
め
（
十
七
世
紀
半
ば
過
ぎ
）
は
羅
山
・
鴦
峰
ら
の
そ
れ
と
変

り
は
な
く
、
貞
享
か
ら
元
禄
に
か
け
て
（
十
七
世
紀
終
末
）
林
家
学

と
異
な
る
も
の
に
変
っ
た
、
と
し
た
の
は
、
後
に
残
る
重
要
な
指

摘
で
あ
っ
た
。

戦
後
の
二
十
年
近
く
は
、
研
究
の
空
白
期
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

他
に
先
ん
じ
て
、
戦
前
の
研
究
と
は
違
っ
た
立
場
・
視
点
か
ら
前

期
水
戸
史
学
を
と
ら
え
た
の
は
尾
藤
正
英
氏
で
あ
る
。
氏
は
「
日

本
に
お
け
る
歴
史
意
識
の
発
展
」
（
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
』
別
巻
（
１
）
、

一
九
六
三
）
で
、
白
石
の
『
読
史
余
論
』
著
述
の
意
図
は
「
易
姓

革
命
の
事
実
を
日
本
史
の
上
に
論
証
す
る
と
こ
ろ
に
あ
」
り
、
前

期
水
戸
史
学
当
初
の
日
本
史
選
述
の
意
図
も
同
じ
で
あ
っ
た
、
と

し
、
「
水
戸
学
の
特
質
」
（
日
本
思
想
大
系
『
水
戸
学
』
、
一
九
七
三
）
で
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は
、
前
期
水
戸
史
学
は
朱
子
学
の
普
遍
的
道
徳
理
念
に
基
づ
い
て

歴
史
を
認
識
し
、
一
方
後
期
水
戸
史
学
は
「
民
族
的
個
性
」
・
日

本
の
「
特
殊
性
」
に
主
要
な
関
心
が
あ
っ
た
と
し
て
、
前
者
の
歴

史
観
を
「
儒
教
的
合
理
主
義
的
歴
史
観
」
、
後
者
の
そ
れ
を
「
神

話
的
歴
史
観
」
と
み
な
し
た
。
加
え
て
、
前
期
水
戸
史
学
は
日
本

史
上
の
武
家
政
権
の
成
立
を
易
姓
革
命
の
事
例
と
み
て
い
た
、
と

し
た
。
氏
の
説
は
、
水
戸
史
学
を
前
期
・
後
期
と
も
に
特
殊
日
本

的
な
も
の
を
重
視
し
た
と
み
な
し
て
き
た
、
戦
前
以
来
の
諸
研
究

の
説
と
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で
、
前
期
水
戸
史
学
だ
け
で
な
く

水
戸
学
そ
の
も
の
の
根
本
的
見
直
し
を
諸
家
に
迫
る
も
の
で
あ
っ

た
。
翌
年
松
本
三
之
介
氏
は
「
近
世
に
お
け
る
歴
史
叙
述
と
そ
の

思
想
」
（
日
本
思
想
大
系
『
近
世
史
論
集
』
、
一
九
七
四
）
で
、
前
期
水

戸
史
学
の
歴
史
思
想
を
、
基
本
的
に
は
「
儒
教
的
な
徳
治
主
義
の

立
場
」
に
立
ち
な
が
ら
、
「
勢
」
や
「
機
」
を
重
視
す
る
面
で
非

儒
教
的
な
要
素
を
も
含
む
も
の
と
み
な
し
た
。
研
究
史
上
か
ら
は
、

新
た
な
知
見
を
示
し
て
、
尾
藤
氏
説
を
修
正
し
た
も
の
と
み
な
し

て
よ
い
。
松
本
氏
が
、
紀
伝
体
を
採
っ
た
『
大
日
本
史
』
の
体
裁

と
記
述
方
法
と
を
「
名
分
論
の
方
法
化
」
と
み
な
し
た
の
は
卓
見

で
、
今
後
こ
の
害
の
武
家
史
学
と
し
て
の
性
格
を
閏
明
す
る
上
で

の
拠
所
と
な
る
と
い
え
よ
う
。

野
口
武
彦
氏
は
「
水
戸
史
学
と
『
大
日
本
史
』
ｌ
前
期
水
戸
学

の
歴
史
思
惟
ｌ
」
（
『
江
戸
の
歴
史
家
歴
史
と
い
う
名
の
毒
』
、
一
九
七
九
）

で
、
前
期
水
戸
史
学
で
は
朱
子
学
的
普
遍
主
義
（
天
理
と
そ
の
現
れ

で
あ
る
人
倫
な
い
し
道
義
を
重
ん
ず
る
立
場
Ｉ
普
遍
の
重
視
）
と
皇
朝

主
義
（
日
本
の
他
国
に
な
い
特
長
を
万
世
一
系
の
皇
統
の
持
続
性
に
見
出
す

立
場
Ｉ
個
別
の
重
視
）
と
が
、
あ
や
う
い
均
衡
を
保
っ
て
共
存
す
る
、

そ
の
史
学
は
儒
教
的
普
遍
主
義
に
立
つ
林
家
史
学
や
白
石
史
学
と

は
異
な
る
、
と
説
い
た
。
当
然
な
が
ら
、
日
本
歴
史
に
易
姓
革
命

説
を
適
用
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
、
と
す
る
。
同
氏
『
徳
川
光

圀
』
（
一
九
七
六
）
も
基
本
的
に
同
一
の
見
解
を
示
す
。
尾
藤
氏
と

異
な
る
見
解
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
栗
原
茂
幸
氏
「
徳
川

光
圀
の
政
治
思
想
」
（
『
東
京
都
立
大
学
法
学
会
雑
誌
』
一
八
’
一
・
二
、

一
九
七
八
）
は
、
光
圀
が
名
分
論
的
尊
王
論
・
王
朝
憧
慢
・
中
国

中
華
観
の
否
定
論
な
ど
か
ら
な
る
政
治
思
想
を
保
持
し
て
い
た
と

し
た
上
、
そ
の
歴
史
思
想
は
日
本
史
上
の
易
姓
革
命
の
存
在
を
否

定
し
つ
つ
、
支
配
者
の
交
替
を
天
皇
（
制
）
の
連
続
の
も
と
で
の

不
連
続
と
し
て
と
ら
え
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
す
る
。

そ
の
後
、
玉
懸
は
「
前
期
水
戸
史
学
の
歴
史
思
想
の
一
側
面

Ｉ
栗
山
潜
鋒
の
歴
史
思
想
Ｉ
」
（
『
日
本
思
想
史
研
究
」
一
三
、
一

九
八
一
）
、
「
前
期
水
戸
史
学
の
歴
史
思
想
続
考
ｌ
ｌ
安
積
謄
泊
『
大

日
本
史
』
「
論
賛
」
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
」
（
『
東
北
大
学
日
本
文
化
研
究

所
研
究
報
告
』
一
九
、
一
九
八
三
）
で
、
儒
教
の
、
普
遍
的
道
徳
理
念

に
基
づ
く
歴
史
把
握
が
ど
れ
程
に
貫
徹
し
て
い
る
か
に
着
目
し
て

前
期
水
戸
史
学
の
歴
史
思
想
を
考
察
し
、
水
戸
史
学
は
、
十
七
世
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そ
の
後
の
注
目
さ
れ
る
成
果
は
、
鈴
木
暎
一
氏
「
『
大
日
本
史
』

の
続
編
計
画
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
茨
城
県
史
研
究
』
五
五
、
一
九
八
五
。

の
ち
に
『
水
戸
藩
学
問
・
教
育
史
の
研
究
』
（
一
九
八
七
）
に
収
録
）
で
あ
る
。

氏
は
『
大
日
本
史
』
続
編
の
編
蟇
計
画
（
一
七
一
五
年
藩
主
綱
条
の

下
命
に
よ
る
）
の
成
立
と
挫
折
の
実
態
を
精
査
し
、
十
八
世
紀
初

頭
の
水
戸
史
学
者
に
は
儒
教
の
易
姓
革
命
説
に
立
っ
て
、
南
朝
最

後
の
後
亀
山
天
皇
で
も
っ
て
一
時
代
が
終
り
、
北
朝
後
小
松
天
皇

で
も
っ
て
新
し
い
時
代
が
始
ま
る
と
す
る
見
解
（
将
軍
義
満
時
の
南

北
朝
合
一
を
め
ぐ
る
解
釈
）
が
一
般
に
存
し
、
か
か
る
見
解
の
存
在

が
前
提
に
な
っ
て
後
小
松
天
皇
を
巻
頭
に
据
え
た
続
編
の
計
画
が

必
然
的
に
生
れ
た
の
だ
、
と
説
く
。
氏
自
ら
い
う
よ
う
に
前
期
水

戸
史
学
を
儒
教
的
歴
史
観
と
す
る
尾
藤
説
を
裏
づ
け
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
私
に
は
疑
問
が
な
お
残
る
が
、
新
史
料
を
駆
使
し
た

氏
の
行
論
は
誠
に
興
味
深
い
。
鈴
木
氏
は
同
様
の
見
解
に
立
っ
て

「
水
戸
藩
の
『
大
日
本
史
』
と
そ
の
歴
史
観
」
（
『
歴
史
と
地
理
』
三

六
四
、
一
九
八
五
。
の
ち
に
前
掲
書
収
録
）
ほ
か
を
公
に
し
た
。

紀
を
経
て
一
七
二
○
年
頃
に
な
る
と
、
忠
至
上
の
道
徳
体
系
、
道

徳
と
政
治
と
を
連
続
さ
せ
な
い
政
治
観
、
「
勢
」
・
「
機
」
な
ど
の

兵
家
的
観
念
の
重
視
、
儒
教
的
見
地
と
は
異
な
る
「
公
」
概
念
に

基
く
歴
史
事
実
の
評
論
、
な
ど
の
面
を
創
出
し
て
、
儒
教
的
歴
史

観
を
修
正
す
る
に
至
る
、
と
論
じ
た
。
尾
藤
説
と
は
異
な
る
見
解

の
提
示
で
あ
っ
た
。

５
、
白
石
史
学

白
石
史
学
の
武
家
史
学
・
封
建
史
学
と
し
て
の
性
格
は
、
早
く

か
ら
『
読
史
余
論
』
蒋
軍
家
宣
へ
の
進
講
に
基
づ
く
も
の
）
を
中
心

と
し
て
考
察
さ
れ
、
戦
前
に
、
堀
勇
雄
氏
「
新
井
白
石
と
読
史
余

論
」
（
『
古
典
研
究
』
一
’
一
、
一
九
三
六
）
、
中
村
孝
也
氏
「
史
家
と

し
て
の
新
井
白
石
」
（
『
本
邦
史
学
史
論
叢
』
、
一
九
三
九
）
、
勝
田
勝
年

氏
『
新
井
白
石
の
歴
史
学
』
（
一
九
三
九
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
白
石

は
徳
川
武
家
政
権
制
覇
の
現
実
に
立
っ
て
、
日
本
歴
史
の
像
を
公

以
上
、
戦
後
の
前
期
水
戸
史
学
の
歴
史
思
想
研
究
史
の
論
点
は
、

こ
れ
を
儒
教
的
歴
史
思
想
と
み
る
べ
き
か
、
儒
教
的
歴
史
思
想
を

修
正
し
た
も
の
と
み
る
べ
き
か
、
に
あ
っ
た
。
今
後
の
第
一
の
課

題
も
こ
の
点
を
究
明
す
る
に
あ
る
。
私
は
、
一
七
二
○
年
前
後
の
、

完
成
時
の
前
期
水
戸
史
学
の
歴
史
観
と
日
本
歴
史
の
像
の
特
色
を
、

あ
る
視
点
な
い
し
方
法
を
通
じ
て
構
造
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、

こ
の
作
業
が
右
の
課
題
を
解
く
カ
ギ
で
あ
る
、
と
考
え
る
。

一
方
、
基
本
的
に
は
戦
前
か
ら
の
立
場
・
視
点
を
継
承
し
な
が

ら
、
日
本
学
協
会
編
『
大
日
本
史
の
研
究
』
（
一
九
五
七
）
（
平
泉
澄
・

久
保
田
収
・
名
越
時
正
・
吉
田
一
徳
氏
ほ
か
が
執
筆
）
、
久
保
田
収
氏
『
近

世
史
学
史
論
考
』
（
一
九
六
八
）
、
名
越
時
正
氏
『
水
戸
学
の
研
究
』

（
一
九
七
五
）
な
ど
が
刊
行
さ
れ
た
。
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家
九
変
、
武
家
五
変
を
通
じ
て
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
家

の
衰
退
と
武
家
の
勃
興
ひ
い
て
は
徳
川
武
家
政
権
の
成
立
の
必
然

性
・
正
当
性
を
説
い
た
ｌ
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
通
説
が
成
立
し

た
。
中
で
も
、
こ
の
書
の
日
本
歴
史
の
像
は
、
時
代
順
に
第
一
段

公
家
一
元
観
、
第
二
段
公
武
二
元
観
、
第
三
段
武
家
一
元
観
か
ら

な
る
、
白
石
は
封
建
史
学
の
完
成
者
だ
、
と
す
る
中
村
氏
の
見
解

が
代
表
的
見
解
と
い
っ
て
よ
い
・

白
石
の
古
代
史
研
究
に
つ
い
て
は
、
白
石
が
『
古
史
通
』
『
古

史
通
或
問
』
の
中
で
、
「
神
と
は
人
な
り
」
と
み
な
す
儒
教
的
合

理
主
義
に
立
ち
、
か
つ
史
料
を
広
く
中
国
・
朝
鮮
に
も
求
め
る
近

代
的
史
料
操
作
法
を
採
用
し
て
、
記
紀
以
来
の
伝
統
的
古
代
像
を

改
変
し
た
点
が
早
く
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
。
（
た
と
え
ば
羽
仁
五

郎
氏
「
新
井
白
石
」
（
『
世
界
思
潮
』
一
○
、
一
九
二
八
）
）

さ
ら
に
戦
前
、
白
石
に
お
い
て
は
『
古
史
通
』
『
読
史
余
論
』

『
藩
翰
譜
』
『
折
た
く
柴
の
記
』
が
そ
れ
ぞ
れ
古
代
史
・
中
世
史
・

近
代
史
・
現
代
史
に
相
当
し
、
こ
れ
ら
が
相
よ
っ
て
白
石
の
日
本

歴
史
の
全
体
像
を
形
づ
く
る
と
い
う
指
摘
が
さ
れ
て
い
た
（
中
村

氏
前
掲
論
文
・
勝
田
氏
前
掲
書
）
。

な
お
戦
前
に
、
池
田
雪
雄
氏
が
『
新
井
白
石
』
（
一
九
四
一
）
で
、

白
石
の
事
勢
の
観
念
、
変
の
観
念
を
高
く
評
価
し
て
、
事
勢
と
変

の
観
念
が
、
白
石
に
、
歴
史
の
諸
事
象
を
そ
の
環
境
の
中
で
と
ら

え
る
こ
と
、
歴
史
を
異
な
る
時
代
の
継
起
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と

を
可
能
に
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
こ
と
も
有
意
義
で
あ
っ
た
。

戦
後
の
研
究
に
移
る
。
『
読
史
余
論
』
の
歴
史
思
想
に
つ
い
て

の
戦
前
の
通
説
は
戦
後
も
続
行
し
て
い
た
が
、
宮
崎
道
生
氏
は
「
読

史
余
論
考
」
（
『
弘
前
大
学
人
文
社
会
』
九
、
一
九
五
六
。
の
ち
に
『
新
井

白
石
の
研
究
』
（
一
九
五
八
）
収
録
）
で
、
白
石
は
公
家
（
天
皇
家
を
含

ま
ぬ
、
摂
関
家
ほ
か
）
と
武
家
と
の
上
に
天
皇
家
が
時
代
を
超
え
て

位
す
る
の
が
日
本
国
の
姿
だ
と
み
な
し
て
い
た
、
か
か
る
白
石
の

考
え
は
通
説
の
「
第
三
段
」
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
、
し
た
が

っ
て
「
第
三
段
」
を
「
武
家
一
元
観
」
と
み
る
こ
と
に
は
無
理
が

あ
る
、
と
論
じ
た
。

尾
藤
正
英
氏
は
前
掲
「
日
本
に
お
け
る
歴
史
意
識
の
発
展
」

（
一
九
六
三
）
で
、
『
読
史
余
論
』
を
江
戸
時
代
に
お
け
る
儒
教
的

歴
史
観
摂
取
の
代
表
例
と
み
な
し
て
、
こ
の
害
を
記
述
す
る
際
の

白
石
の
意
図
は
「
明
ら
か
に
易
姓
革
命
の
事
実
を
日
本
史
の
上
に

論
証
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
」
と
説
い
た
。
通
説
を
踏
え
つ
つ
新

た
な
知
見
を
加
え
た
も
の
で
、
研
究
史
上
大
き
な
意
義
を
も
つ
発

言
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
石
毛
忠
氏
は
「
江
戸
時
代
中
期
に
お
け
る
天
の
思
想
Ｉ

新
井
白
石
の
天
観
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
『
日
本
思
想
史
研
究
』
三
、
一
九

六
九
）
で
、
『
読
史
余
論
』
で
は
徳
川
政
権
に
先
行
す
る
政
権
樹

立
者
が
一
人
と
し
て
正
当
性
を
認
め
ら
れ
て
い
な
い
点
に
着
目
し

て
、
白
石
は
徳
川
政
権
前
の
「
歴
代
政
権
の
不
徳
に
対
す
る
天
の
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応
報
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
を
貫
く
天
の
応
報
の
倫

理
的
権
威
性
を
強
調
し
、
併
せ
て
徳
川
政
権
の
み
を
天
命
に
よ
っ

て
正
当
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
」
と
説
い
た
。
こ
の
論

考
は
歴
史
思
想
の
究
明
を
め
ざ
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
氏
の
指

摘
は
白
石
の
歴
史
観
・
日
本
歴
史
像
の
特
色
を
よ
く
摘
出
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
玉
懸
は
「
『
読
史
余
論
』
の
歴
史
観
」
（
同
）

で
、
天
の
応
報
の
観
念
と
「
勢
」
・
「
変
」
の
観
念
に
着
目
し
て
『
読

史
余
論
』
の
歴
史
観
を
探
り
、
「
勢
」
の
観
念
が
、
白
石
に
天
と

人
と
の
新
し
い
関
係
性
の
形
成
薪
た
な
構
造
の
歴
史
観
）
と
新
し

い
日
本
歴
史
像
の
形
成
を
可
能
に
さ
せ
た
、
と
論
じ
た
。

同
年
宮
崎
道
生
氏
は
『
新
井
白
石
の
研
究
』
増
訂
版
（
一
九
六
九
）

で
、
白
石
が
日
本
歴
史
を
論
ず
る
際
の
革
命
の
語
は
、
王
朝
の
交

代
を
意
味
せ
ず
、
武
家
政
権
の
交
代
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
、
と

説
い
て
、
尾
藤
正
英
氏
の
前
掲
説
に
反
論
し
て
い
る
。

尾
藤
氏
は
「
新
井
白
石
の
歴
史
思
想
」
（
日
本
思
想
大
系
『
新
井
白

石
』
、
一
九
七
五
）
で
、
白
石
が
『
古
史
通
或
問
』
で
易
姓
革
命
説

に
よ
り
つ
つ
、
太
古
に
天
統
か
ら
国
統
へ
の
王
朝
の
交
代
が
存
し

た
と
み
な
し
た
事
実
を
加
え
て
、
前
掲
の
持
論
を
再
説
し
た
。

そ
の
間
植
手
通
有
氏
の
「
江
戸
時
代
の
歴
史
意
識
」
（
日
本
の
思

想
『
歴
史
思
想
集
』
、
一
九
七
三
は
、
江
戸
期
の
歴
史
思
想
に
み
ら

れ
る
、
歴
史
の
不
可
逆
性
の
自
覚
、
歴
史
的
個
体
性
の
観
念
、
時

勢
の
観
念
、
そ
の
他
を
論
じ
て
興
味
深
い
見
解
を
示
し
、
白
石
の

歴
史
思
想
に
も
言
及
す
る
が
、
白
石
の
歴
史
思
想
を
個
別
に
と
り

あ
げ
る
こ
と
は
な
い
・

玉
懸
「
新
井
白
石
Ｉ
そ
の
思
惟
方
法
と
基
本
的
思
惟
様
式
Ｉ
」

（
『
江
戸
の
思
想
家
』
上
、
一
九
七
九
）
は
、
白
石
が
日
本
の
歴
史
を
二

分
し
て
、
前
半
期
の
天
皇
政
権
、
後
半
期
の
徳
川
政
権
、
こ
の
二

政
権
の
み
が
、
為
政
者
の
徳
と
政
と
安
民
の
実
績
の
卓
抜
さ
の
故

に
、
天
命
を
受
け
た
と
み
な
し
た
、
と
指
摘
し
、
白
石
史
学
を
徳

川
封
建
史
学
の
典
型
だ
と
し
た
。

最
近
、
宮
崎
道
生
氏
編
『
新
井
白
石
の
現
代
的
考
察
』
（
一
九
八

五
）
で
、
ウ
ル
リ
ヒ
・
ゴ
ッ
ホ
氏
は
「
読
史
余
論
に
お
け
る
時
代

区
分
の
分
析
」
で
、
『
読
史
余
論
』
の
九
変
・
五
変
観
は
、
『
易
経
』

の
父
の
九
五
の
数
に
基
づ
く
と
説
い
た
。
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
。

ケ
イ
ト
・
ワ
イ
ル
ド
マ
ン
・
ナ
カ
イ
氏
は
「
白
石
史
学
の
政
治
的

性
格
ｌ
『
古
史
通
』
の
場
合
を
中
心
に
し
て
ｌ
」
で
、
白
石
史
学

は
明
確
な
政
治
目
的
を
も
つ
、
白
石
は
易
姓
革
命
説
の
摂
取
に
よ

っ
て
「
日
本
史
の
系
統
的
再
評
価
」
を
行
い
、
記
紀
以
来
牢
固
と

し
て
継
続
し
て
き
た
「
天
孫
君
臨
説
」
の
根
拠
を
解
体
さ
せ
た
、

と
説
く
。
切
り
こ
み
が
鋭
く
、
氏
の
所
説
に
は
殆
ん
ど
賛
同
す
る

が
、
先
行
学
説
へ
の
目
配
り
が
も
っ
と
欲
し
い
・

白
石
史
学
に
は
、
武
家
史
学
・
封
建
史
学
を
こ
え
る
面
が
豊
か

に
み
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
こ
の
面
に
は
触
れ
な
い
。
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以
上
に
あ
げ
た
諸
論
考
は
主
に
、
近
世
前
期
の
歴
史
思
想
を
個

別
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
こ
の
期
の
歴
史
思
想
の

全
体
的
展
開
史
に
論
及
し
た
も
の
と
し
て
、
尾
藤
正
英
氏
「
日
本

に
お
け
る
歴
史
意
識
の
発
展
」
、
松
本
三
之
介
氏
「
近
世
に
お
け

る
歴
史
叙
述
と
そ
の
思
想
」
、
小
沢
栄
一
氏
『
近
世
史
学
思
想
史

研
究
』
、
野
口
武
彦
氏
『
江
戸
の
歴
史
家
』
、
安
川
実
氏
と
玉
懸
の

諸
論
考
（
以
上
既
邉
、
石
毛
忠
氏
「
近
世
の
歴
史
思
想
」
（
『
日
本

思
想
史
の
基
礎
知
識
』
一
九
七
四
）
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
近
世
前
期
の
歴
史
思
想
Ｉ
個
々
の
歴
史
思
想
や
全
体

的
展
開
史
ｌ
の
研
究
が
、
従
来
、
主
に
、
儒
教
的
歴
史
思
想
中
で

も
朱
子
学
的
歴
史
思
想
（
合
理
主
義
・
普
遍
主
義
・
道
徳
主
義
と
い
う

柱
か
ら
な
り
た
つ
）
の
摂
取
の
仕
方
・
様
態
に
着
目
し
て
な
さ
れ
て

き
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
も
っ
と
い
え
ば
従
来
、
中
国
成
立

の
、
右
の
柱
か
ら
な
る
儒
教
的
歴
史
思
想
が
近
世
日
本
の
織
豊
体

制
と
そ
の
社
会
、
幕
藩
体
制
と
そ
の
社
会
、
と
い
う
時
間
的
に
も

以
上
、
白
石
史
学
の
歴
史
思
想
の
研
究
史
は
、
本
稿
で
と
り
あ

げ
た
他
の
諸
史
学
の
歴
史
思
想
の
そ
れ
と
く
ら
べ
、
は
る
か
に
充

実
し
て
お
り
、
そ
の
歴
史
観
・
歴
史
像
・
史
学
論
、
さ
ら
に
は
武

家
史
学
と
し
て
の
特
質
や
位
置
が
、
ほ
ぼ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

空
間
的
に
も
限
定
性
・
個
別
性
を
も
つ
も
の
に
お
い
て
摂
取
さ
れ

る
と
き
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
受
け
て
そ
の
形
姿
と
働
き
が
ど
の
よ

う
な
修
正
・
変
容
を
蒙
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
と
い
う
問
題
に
対

し
、
研
究
者
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
少
し
く
異
な
っ
た
視
点
と
方
法
に

よ
っ
て
考
察
を
加
え
て
き
た
、
と
い
っ
て
よ
い
。

さ
て
、
現
在
、
近
世
前
期
の
歴
史
思
想
の
展
開
史
が
い
か
な
る

も
の
で
あ
っ
た
か
を
め
ぐ
っ
て
諸
家
の
見
解
は
二
つ
に
分
れ
る
。

第
一
は
近
世
前
期
で
は
儒
教
的
歴
史
思
想
が
ほ
ぼ
本
来
の
形
姿
で

摂
取
さ
れ
た
と
み
る
見
解
で
あ
り
、
尾
藤
氏
に
代
表
さ
れ
る
。
尾

藤
氏
に
よ
れ
ば
、
林
家
史
学
、
素
行
史
学
、
前
期
水
戸
史
学
、
白

石
史
学
な
ど
は
、
本
質
的
に
は
儒
教
的
史
学
で
あ
り
、
儒
教
的
歴

史
思
想
を
具
有
す
る
、
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
儒
教
的
歴
史

思
想
の
修
正
・
変
容
は
江
戸
後
期
に
な
っ
て
な
さ
れ
る
と
み
な
さ

れ
る
。第

二
は
、
近
世
前
期
に
お
い
て
儒
教
的
歴
史
思
想
は
修
正
・
変

容
を
蒙
っ
て
い
る
と
み
る
見
解
で
あ
る
。
安
川
氏
・
松
本
氏
・
野

口
氏
・
石
毛
氏
や
玉
懸
が
こ
ち
ら
に
入
る
。
儒
教
的
歴
史
思
想
が

い
つ
、
誰
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
修
正
・
変
容
し
た
の
か
に
つ

い
て
の
見
解
は
、
研
究
者
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
前
期
水
戸
史
学

を
変
容
の
典
型
と
す
る
点
で
は
見
解
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
そ
し
て
、

近
世
後
期
に
な
る
と
儒
教
的
歴
史
思
想
の
変
容
は
よ
り
徹
底
す
る

と
み
る
点
で
も
見
解
が
一
致
す
る
。
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本
稿
の
「
は
じ
め
に
」
で
設
定
し
た
問
題
に
戻
る
な
ら
ば
、
前

者
は
、
儒
教
的
歴
史
思
想
が
ほ
ぼ
本
来
の
形
姿
を
保
ち
つ
つ
、
こ

の
期
の
支
配
体
制
に
適
合
的
な
武
家
史
学
と
そ
の
歴
史
思
想
を
形

成
し
た
と
み
な
す
も
の
、
後
者
は
、
儒
教
的
歴
史
思
想
が
本
来
の

形
姿
を
変
え
つ
つ
、
こ
の
期
の
支
配
体
制
に
適
合
的
な
武
家
史
学

と
そ
の
歴
史
思
想
を
形
成
し
た
と
み
な
す
も
の
、
と
い
っ
て
よ
い
。

も
っ
と
い
え
ば
、
近
世
武
家
史
学
は
林
羅
山
・
鴦
峰
で
成
立
し
、

新
井
白
石
で
完
成
す
る
ｌ
諸
家
の
見
解
は
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な

基
本
線
で
一
致
し
な
が
ら
、
成
立
か
ら
完
成
ま
で
の
具
体
的
展
開

の
相
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
事
柄
に
つ
い
て
は
、
前

者
と
後
者
と
で
は
見
解
が
著
し
く
異
な
り
、
後
者
の
間
に
も
少
な

か
ら
ぬ
見
解
の
違
い
が
あ
り
、
そ
の
究
明
は
今
後
の
課
題
と
な
っ

近
世
前
期
歴
史
思
想
研
究
は
、
従
来
お
よ
そ
右
に
み
た
相
を
呈

す
る
と
と
も
に
、
今
後
に
今
の
べ
た
課
題
を
抱
え
て
い
る
の
で
あ

ブ
（
》
○

さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
学
と
歴
史
思
想
と
が
、
近
世
前
期

の
支
配
体
制
、
中
で
も
幕
藩
体
制
の
成
立
・
確
立
・
完
成
そ
れ
ぞ

れ
の
時
期
の
政
治
的
社
会
的
現
実
や
支
配
の
思
想
と
い
か
な
る
関

連
を
も
っ
て
い
た
か
、
と
い
う
問
題
の
究
明
も
今
後
に
残
さ
れ
て

て
い
る
。

い
ブ
（
》
。

〔
補
記
〕

私
は
こ
の
期
の
代
表
的
諸
歴
史
学
を
武
家
史
学
と
よ
ぶ
。
し

か
し
、
こ
の
武
家
史
学
が
儒
者
た
ち
に
担
わ
れ
た
歴
史
学
で
あ

っ
た
が
た
め
に
、
経
学
と
相
俟
っ
て
、
人
間
本
来
の
あ
り
方
・

生
き
方
や
真
正
の
道
を
問
う
面
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
否
定
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
武
家
史
学
が
、
か
か
る
儒
教
本
来
の

見
地
を
保
持
し
つ
つ
、
同
時
に
紛
れ
も
な
く
武
家
史
学
な
い
し

封
建
史
学
で
あ
っ
た
点
に
、
こ
の
期
の
歴
史
学
・
歴
史
思
想
の

時
代
的
特
質
を
み
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
東
北
大
学
教
授
）
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